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平成24年度予算について
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市の主な事業を紹介します

防災行政無線による放送内容を見直します

笛吹市探訪

環境ニュース

図書館インフォメーション



　
平
成
24
年
度
は
第
一
次
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
と
同
時
に
、
次
の
時
代
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
産
業
や
地
域
な
ど
が
調
和
の
と
れ
た
将
来
像
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
着
実
に
市
政
経
営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
額
は

3
2
1
億
6
3
0
0
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
5
・
5
％
、
16

億
8
9
0
0
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
す
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
引
き
続
き
新

市
の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
本
庁

舎
等
耐
震
改
修
事
業
及
び
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
各
種
防

災
対
策
に
重
点
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
「
健
康
づ
く

り
」
に
関
わ
る
施
策
の
重
要
性
を

認
識
し
、
各
種
健
康
診
査
事
業
、

予
防
接
種
事
業
な
ど
も
拡
充
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
に

開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の
準
備

を
着
実
に
進
め
る
な
ど
、
未
来
の

「
人
づ
く
り
」
の
各
種
事
業
に
も

優
先
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

●

歳
　
入

　
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
90
億

4
2
0
0
万
円
で
、
前
年
比
7
・

6
％
の
増
、
歳
入
全
体
の
28
・
1

％
で
一
番
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
い
で
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
市
税
（
市
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ

税
・
入
湯
税
な
ど
）
が
86
億

3
0
6
4
万
円
で
、
前
年
に
対
し

て
0
・
8
％
の
増
、
歳
入
の
26
・
8

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
税
、
分
担
金
及
び
負

担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
前
年

比
で
0
・
8
％
上
が
り
、
全
体
の

33
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

歳
　
出

　
民
生
費
が
全
体
の
30
・
8
％
で
、

98
億
9
1
3
3
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
の

制
度
改
正
に
よ
り
減
少
さ
れ
、
民

生
費
全
体
と
し
て
は
減
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
次
は
、
土
木
費
が
全
体
の

18
％
を
占
め
、
57
億
9
4
9
6
万

円
で
す
。
砂
原
橋
架
替
事
業
や
境

川
中
間
処
理
施
設
取
付
道
路
整
備

の
ほ
か
、
道
路
維
持
管
理
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
新
規
ま
た
は
拡
充

す
る
事
業
と
し
て
、
商
工
振
興
災

害
対
策
資
金
利
子
補
給
や
石
和
中

学
校
校
舎
等
改
築
改
修
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

内
　
　
　
訳

内
訳

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

特別会計

企業会計

水道事業

春日居地区温泉給湯事業

介護サービス特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道特別会計

農業集落排水特別会計

簡易水道特別会計

財産区

会計名称
24年度当初

予算額

前年度
当初予算の
増減割合

※各計数は、それぞれ切り捨てによっているので、端数において
合計とは合致しません。

180億212万円

84億3,374万円

52億6,436万円

1,799万円

13億6,429万円

28億1,084万円

5,148万円

1,601万円

4,338万円

42億3,326万円

41億6,354万円

6,972万円

6.8%

5.0%

10.0%

6.1%

17.2%

2.6%

△6.1

△5.5

0.9%

49.2%

50.3%

2.5%

※各計数は、それぞれ切り捨てによっている
ので、端数において合計とは合致しません。

人件費 職員などに対し勤労の対価、報酬として支払われる経費

物件費 人件費、扶助費、補助金等以外の消費的性質の経費

扶助費 社会福祉や老人・児童福祉など安定した社会生活の保障に要する経費

補助費 各種団体に対する負担金補助及び交付金等に要する経費

普通建設（補助事業） 道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国・県から補助を受けて実施する事業に要する経費

普通建設（単独事業）
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国から補助を受けることなく独自の財源で任意に実施
する事業に要する経費

災害復旧費 災害によって被害を受けた施設などを原型に復旧するための事業に要する経費

繰出金

公債費

一般会計と特別会計または企業会計相互間の予算の相互充用に要する経費

市の借金（償還元金及び利子）の支払いに要する経費

用　語 説　　　　明

消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他

【どんな目的（福祉、教育、商工など）にお
金を使うのか】

【どんな経費（人件費、建設費、借金返済など）
にお金を使うのか】

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

2億6,119万円

38億2,618万円

98億9,133万円

29億6,635万円

1,268万円

15億6,388万円

3億5,815万円

57億9,496万円

10億3,220万円

23億2,586万円

5万円

40億7,340万円

3,671万円

2,000万円

24.7%

7.7%

△2.0%

36.4%

△0.3%

△13.8%

△3.1%

19.5%

△13.7%

3.5%

0.0%

4.3%

33.3%

0.0%

民生費

総務費

衛生費

福祉、医療、保育など

庁舎管理、戸籍事務、選挙費用など

健診、予防接種、ゴミ処理など

款名称 24年度予算
当初増減

割合

消費的経費��54.2％
174億1,811万円

投資的経費��16.6％
53億2,754万円

その他��29.2％
94億1,735万円

その他�

11億2,283万円

3.4% 人件費�

46億5,388万円

14.5%

物件費

�47億4,668万円

14.8%

扶助費�

52億8,885万円

16.4%

補助費�

27億2,870万円

8.5%

普通建設　単独�

32億490万円

10.0%

普通建設　補助�

21億2,264万円

6.6%

繰出金�

42億2,106万円

13.1%

公債費�

40億7,341万円

12.7%

災害復旧費�

5万円

0.0%

その他

16億4,309万円

5.1%

市　税

86億3,064万円

26.8%

市　債

57億2,680万円

17.8%

分担金及び負担金

8億5,674万円

2.7%

繰入金

8億7,642万円

2.7%

県支出金

16億6,273万円

5.2%

国庫支出金

37億2,458万円

11.6%

地方交付税

90億4,200万円

28.1%

民生費

98億9,133万円

30.8%

総務費

38億2,619万円

11.9%

教育費

23億2,586万円

7.2%

その他

6億8,881万円

2.1%

農林水産業費

15億6,389万円

4.9%

消防費

10億3,221万円

3.2%

衛生費

29億6,635万円

9.2%

公債費

40億7,340万円

12.7%

土木費

57億9,496万円

18.0%

消費的
経費�

投資的
経費

その他



▼
景
観
計
画
策
定
事
業
（
3
7
0
万
円
）

　
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
策
定
等
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

▼
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業

　（
9
7
6
万
円
）

　
交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
た
め
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
持
続
的
な
事
業
展

開
を
目
指
し
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
交
通
　
基
本
と
な
る
運
行

時
刻
や
停
留
所
を
設
定
し
た
上
で
、

利
用
者
か
ら
予
約
が
あ
っ
た
場
合
に

限
り
「
乗
り
合
い
方
式
」
で
運
行
す

る
も
の
で
す
。

▼
道
路
新
設
改
良
事
業

　（
13
億
５
０
７
３
万
円
）

　
交
通
混
雑
の
緩
和
等
に
対
応
し
、

市
内
各
地
域
を
円
滑
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路

（
市
道
1
―
12
・
1
―
13
・
1
―
26

・
1
―
22
号
線
等
）
を
整
備
し
ま
す
。

▼
笛
吹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
促
進
事
業
（
3
0
0
万
円
）

　
交
流
人
口
の
増
加
等
に
寄
与
す
る

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

を
促
し
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
　
Ｅ

Ｔ
Ｃ
車
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
、
通
常
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
整
備

が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

▼
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

　（
4
億
6
9
6
8
万
円
）

　
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
交
通

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
石
和

温
泉
駅
の
改
築
、
南
北
自
由
通
路
の

設
置
、
北
口
駅
前
広
場
等
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

▼
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業

　（
1
億
1
8
0
0
万
円
）

　
「
人
づ
く
り
」
「
健
康
づ
く
り
」
「
交

流
づ
く
り
」
ま
た
、
災
害
発
生
時
の

拠
点
整
備
の
た
め
、
実
施
設
計
業
務

や
各
種
協
議
を
行
い
ま
す
。

▼
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

　（
1
億
１
８
３
６
万
円
）

　
「
も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ
る
観

光
地
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、

果
実
や
温
泉
な
ど
、
観
光
資
源
を
活

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
広
告
宣
伝
活
動

を
行
い
ま
す
。

▼
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
事
業

　（
３
７
８
万
円
）

　
多
く
の
登
山
客
に
市
を
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
山
梨
百
名
山
9
山

を
中
心
に
、
山
歩
き
を
楽
し
め
る
コ

ー
ス
を
設
定
し
、
整
備
点
検
し
ま
す
。

▼
新
規
就
農
支
援
対
策
事
業

　（
１
５
８
５
万
円
）

　
新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
確
保
し
、

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

内
に
事
業
主
と
し
て
就
農
し
よ
う
と

す
る
45
歳
未
満
の
方
や
、
事
業
専
従

者
と
し
て
既
存
農
家
へ
新
規
に
就
農

す
る
30
才
未
満
の
後
継
者
を
支
援
し

ま
す
。

▼
農
業
基
盤
整
備
事
業

　（
1
億
８
７
１
５
万
円
）

　
農
業
の
基
盤
整
備
の
充
実
を
図
る

た
め
、
県
営
土
地
改
良
事
業
10
地
区

の
県
営
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業

　（
４
８
０
万
円
）

　
市
特
産
物
の
生
産
量
と
品
質
の
維

持
と
と
も
に
「
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
」
を

確
立
し
、
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
消
費
者
等
に
広
く
P
R
し

ま
す
。

▼
商
工
業
活
性
化
事
業
（
23
万
円
）

　
事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
り
、
商

工
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

企
業
と
の
意
見
交
換
会
や
企
業
訪
問

等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施
事
業
（
68
万
円
）

　
市
内
労
働
者
数
の
増
加
や
市
内
企

業
が
人
材
の
確
保
を
図
り
、
地
域
と

企
業
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
合
同
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
災
害
対
策
事
業
（
2
5
3
7
万
円
）

　
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
地
域
の
防

災
体
制
を
支
援
す
る
ほ
か
、
備
蓄
品

等
を
整
備
し
ま
す
。

▼
本
庁
舎
耐
震
改
修
事
業

　（
2
億
４
８
２
５
万
円
）

　
本
庁
舎
が
災
害
発
生
時
に
も
災
害

対
策
本
部
と
し
て
機
能
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
来
庁
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
、
関
連
施
設
整
備

を
行
い
ま
す
。

▼
交
通
安
全
対
策
事
業
（
89
万
円
）

　
高
齢
者
と
自
転
車
の
事
故
防
止
を

図
る
た
め
、
世
代
別
に
交
通
安
全
啓

発
や
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
非
常
備
消
防
支
援
事
務
（
28
万
円
）

　
消
防
団
員
の
災
害
対
応
技
術
向
上

を
図
る
た
め
、
操
法
大
会
に
向
け
た

訓
練
指
導
や
、
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
救
急
通
信
事
業
（
6
5
8
万
円
）

　
応
急
手
当
の
普
及
を
図
る
た
め
、

「
応
急
処
置
」
、
「
A
E
D
（
自
動
対

外
式
除
細
動
器
）
」
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
講
習
会
や
広
報
活
動
等
を

行
い
ま
す
。

▼
上
水
道
事
業
（
41
億
6
3
5
4
万
円
）

　
効
率
的
な
水
道
施
設
の
整
備
・
管

理
と
併
せ
、
水
道
使
用
料
の
収
納
率

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
安

定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、

御
坂
浄
水
場
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
事
業

　（
8
億
２
４
９
６
万
円
）

　
生
活
環
境
の
改
善
や
清
ら
か
な
水

環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
維
持
管

理
事
業
等
の
ほ
か
、
下
水
道
の
加
入

促
進
に
努
め
ま
す
。

新道峠から破風山までのコース間



　
土
屋
正
文
氏
（
60
歳
）
が
、
平
成

24
年
市
議
会
第
1
回
定
例
会
に
お
い

て
同
意
さ
れ
、
4
月
1
日
、
新
た
に

副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
6
年
間
、
副
市

長
と
し
て
荻
野
市
長
を
支
え
て
き
た

望
月
健
二
氏
（
64
歳
）
は
、
3
月
31

日
を
以
っ
て
、
退
任
し
ま
し
た
。

▼
土
屋
副
市
長
の
略
歴

昭
和
26
年
生
ま
れ

昭
和
50
年
山
梨
県
職
員
に
採
用

以
降
、
東
京
事
務
所
長
、
人
事
委

員
会
事
務
局
長
、
議
会
事
務
局
長

な
ど
を
歴
任

　
石
原
知
江
子
氏
（
八
代
町
高
家
）

が
新
し
く
教
育
委
員
と
し
て
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
4
年

間
で
す
。

▼
青
少
年
育
成
事
業
（
１
８
２
５
万
円
）

　
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
育
成
の
た

め
、
青
少
年
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
る
家
庭
教
育
の
推
進
や
市
民

啓
発
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

▼
国
民
文
化
祭
事
業
（
6
3
8
万
円
）

　
平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文

化
祭
に
向
け
、
各
種

団
体
と
の
交
渉
や
大

会
気
運
の
醸
成
等
を

行
い
ま
す
。

▼
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
事
業

　
読
書
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校
図

書
室
と
公
立
図
書
館
が
同
一
の
シ
ス

テ
ム
で
結
ば
れ
て
い
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
運
用
を
行
い
ま
す
。

▼
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
（
34
万
円
）

　
市
民
の
健
康
保
持
・
増
進
を
図
る

た
め
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
及
び
市

民
ウ
ォ
ー
ク
、
体
力
測
定
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺

跡
保
存
整
備
事
業
（
9
4
0
万
円
）

　
『
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
環
境
づ

く
り
』
を
目
指
し
、
甲
斐
国
分
寺
跡

で
調
査
成
果
整
理
作
業
と
講
堂
跡
・

回
廊
跡
等
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

�
（
１
４
７
７
万
円
）

　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
支

援
の
た
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
助
成
事
業
の
実
施
や
、
よ
っ

ち
ゃ
ば
る
通
信
な
ど
の
活
用
に
よ
る

情
報
発
信
等
を
行
い
ま
す
。

▼
市
民
活
動
支
援
事
業
（
44
万
円
）

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
市

民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
職
員
自
身

の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
会

等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
電
子
市
役
所
構
築
事
業

　
（
１
８
７
７
万
円
）

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化

を
図
る
た
め
、
県
内
市
町
村
と
共
同

で
、
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
や
、

コ
ン
ビ
ニ
・
自
動
交
付
機
に
よ
る
証

明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
ま
す
。

▼
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
業

　
（
１
０
３
８
万
円
）

　
情
報
資
産
を
適
切
に
管
理
、
利
用

す
る
た
め
、
物
理
的
・
人
的
・
技
術

的
な
対
策
を
実
施
し
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業
（
7
2
1
万
円
）

　
よ
り
便
利
で
機

能
的
な
市
役
所
づ

く
り
を
目
指
し
、

市
民
へ
の
周
知
活

動
等
に
よ
り
住
基

カ
ー
ド
を
普
及
し
ま
す
。

▼
指
定
選
挙
事
業
（
7
4
7
7
万
円
）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
開
票
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
等
に
よ
り
開
票
事
務
の
効
率
化
を

進
め
ま
す
。

▼
市
税
等
徴
収
事
業
（
1
5
9
3
万
円
）

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
現

年
度
課
税
分
の
徴
収
を
強
化
す
る
な

ど
、
市
税
収
納
率
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

▼
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
事

業
（
1
8
6
万
円
）

　
市
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
構
想

実
現
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

前
期
基
本
計
画
の
検
証
・
評
価
を
基

に
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

土屋正文副市長市議会第1回定例
会で教育委員に任
命された石原氏

▼
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
・
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
事
業

�
（
１
３
７
９
万
円
）

　
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
ミ

ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
（
雑
紙
）
や
、
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
に
つ
き

啓
発
し
、
そ
の
回
収
を
推
進
し
ま
す
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

�
（
４
７
１
０
万
円
）

　
環
境
保
全
型
農
業
や
循
環
型
社
会

の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
内
よ
り
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
、
せ
ん
定
枝
及
び

汚
泥
の
堆
肥
・
肥
料
化
、
チ
ッ
プ
化

等
を
行
う
施
設
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

▼
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
拡
張
整
備
事
業

（
2
億
６
４
３
８
万
円
）

　
新
た
な
観
光
拠
点
、
憩
い
の
場
の

整
備
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
等
を
増

設
し
、
「
岡
・
銚
子
塚
古
墳
」
周
辺

の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

▼
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

事
業
（
５
１
６
６
万
円
）

　
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
や
そ
の

重
症
化
し
た
心
疾
患
等
の
発
症
の
リ

ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▼
歯
周
疾
患
検
診
事
業
（
2
3
6
万
円
）

　
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

や
医
療
費
の
抑
制
を
目
指
し
、
歯
周

疾
患
に
つ
い
て
予
防
事
業
を
行
い
ま

す
。

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

�
（
６
９
０
８
万
円
）

　
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
安
心
安

全
な
居
場
所
づ
く
り
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
指
導
員
の
研
修
や
関
係
機
関

と
連
携
を
行
い
、
学
童
保
育
室
運
営

を
実
施
し
ま
す
。

▼
保
育
所
運
営
事
業

�
（
20
億
２
６
８
０
万
円
）

　
保
育
所
運
営
の
適
正
化
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
心
安
全
な
保
育

所
の
確
立
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
や
特
別
保
育
実
施
、
石

和
第
五
保
育
所
建
設
等
の
施
設
整
備

を
行
い
ま
す
。

▼
二
次
予
防
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
（
１
２
６
９
万
円
）

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
方
に
、
通
所

に
よ
る
介
護
予
防
事
業
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

▼
介
護
給
付
適
正
化
事
業

�
（
１
８
６
万
円
）

　
要
介
護
認
定
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
・
介
護
費
用
の
適
正
化
に
よ
り

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

▼
発
達
障
害
支
援
体
制
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
行
政
・
教
育
・
医
療
等
関
係
機
関

に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
と
、
発
達

障
害
に
対
す
る
理
解
促
進
に
よ
り
、

発
達
障
害
者
の
支
援
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
健
全
化
事
業

�
（
５
１
１
５
万
円
）

　
国
保
財
源
の
確
保
と
公
平
性
の
実

現
を
図
る
た
め
、
医
療
費
情
報
の
発

信
等
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
や
、

滞
納
者
の
実
態
把
握
等
に
よ
る
収
納

率
向
上
対
策
を
行
い
ま
す
。

▼
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
促
進
事
業

（
2
9
4
万
円
）

　
安
定
的
な
就
労
の
実
現
に
よ
り
、

経
済
的
に
自
立
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
の
相
談
及
び
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
事
業

�
（
2
5
2
万
円
）

　
学
校
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
の
具
現
化
に

向
け
て
、
確
か
な

学
力
の
定
着
、
教

員
の
授
業
力
向
上
、
保
・
幼
―
小
―

中
―
高
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

▼
市
内
小
中
学
校
教
室
空
調
設
備
設

置
事
業
（
6
億
７
０
８
５
万
円
）

　
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
面
の
充
実

や
学
習
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
内
17
小
中
学
校
（
石
和
中
、
芦
川

小
を
除
く
）
の
普
通
教
室
へ
空
調
設

備
を
設
置
し
ま
す
。

▼
石
和
中
学
校
北
館
及
び
給
食
棟
改

築
事
業
（
1
億
１
５
７
６
万
円
）

　
施
設
設
備
全
体
の
老
朽
化
の
ほ
か
、

給
食
棟
に
お
い
て
現
状
8
0
0
食
強

の
調
理
が
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ
と

な
ど
の
解
消
を
図
る
た
め
、
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
平
成
24
年
度
の
国
保
納
税
通
知
書

　
は
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

�
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
保
へ
の
加
入
手
続
や
脱
退
手
続
、

変
更
等
の
手
続
は
、
本
人
の
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
は
、
必
ず

14
日
以
内

日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
は
?

A
・
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

（
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
）

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
日

※
職
場
で
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

Q
　
国
保
を
や
め
る
と
き
は
?

A
・
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
、

ま
た
は
翌
日

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た

日
の
翌
日

※
職
場
で
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
死
亡
し
た
日
の
翌
日

・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

っ
た
日

Q
　
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
?

A
　
加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点
（
届

出
日
で
は
な
い
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
（
税
）
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

Q
　
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
?

A
　
新
た
に
加
入
し
た
職
場
の
健
康
保

険
と
国
保
の
両
方
に
保
険
料
（
税
）

を
二
重
で
納
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、

国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後
で

返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
　
市
内
に
引
っ
越
し
た
と
き
は
?

A
　
市
内
に
転
居
し
た
り
、
世
帯
が
分

か
れ
た
り
、
一
緒
に
な
っ
た
と
き
も

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
国
保
税
の
普
通
徴
収
納

税
通
知
書
は
、
7
月
中
旬
の
発
送
予
定

で
す
。

　
納
期
は
、
7
月
末
か
ら
翌
年
2
月
末

ま
で
の
毎
月
納
付
で
す
。
1
年
分
の
国

保
税
を
8
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

　
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
納
期
に
関
係

な
く
年
金
支
給
か
ら
の
天
引
き
と
な
り

ま
す
。
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
被
保
険
者
証
の
中
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を

同
封
し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
に
よ
り

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
製
造
販
売
さ

れ
る
薬
の
こ
と
で
、
価
格
が
新
薬
に

比
べ
て
低
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、
新

薬
と
同
様
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
健
康
と
安
心
を
支
え
る
国

民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

第1期 第2期 第3期 第4期

H24.7.31 H24.8.31 H24.10.1 H24.10.31

第5期 第6期 第7期 第8期

H24.11.30 H24.12.28 H25.1.31 H25.2.28

※第6期の口座引落は12月25日

ジェネリック医薬品希望カード

　
3
月
29
日
、
笛
吹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
設
立
検
討
委
員
会
の
若
杉
成
剛

副
委
員
長
は
荻
野
市
長
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
の
設
立
は
必
要
で
あ
る
と

す
る
検
討
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
教
訓
に
、
い

か
に
必
要
な
情
報
を
一
早
く
発
信
す
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
川
崎
博
氏
（
F
M
甲
府
）
な
ど
の
有

識
者
や
河
野
洋
敏
氏
（
笛
吹
農
業
協
同

組
合
）
な
ど
関
係
団
体
代
表
ら
11
名
が
、

2
回
の
視
察
を
含
む
全
5
回
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
推
進
組

織
を
立
ち
上
げ
、
開
局
形
式
や
放
送
内

容
な
ど
が
調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

荻野市長に報告書を提出する若杉氏

　
笛
吹
市
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
「
葬

儀
放
送
」
等
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
6

月
1
日
か
ら
放
送
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
市
か
ら
放
送
す
る
防
災
行
政
無
線
放

送
が
対
象
で
あ
り
、
行
政
区
か
ら
の

放
送
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
事
項

○
地
震
・
火
災
等
非
常
災
害
そ
の
他
緊

急
事
項
の
伝
達

○
人
命
そ
の
他
特
に
緊
急
を
要
す
る
事

項
の
伝
達

○
気
象
予
報
の
伝
達

○
広
報
連
絡
事
項
の
伝
達
（
行
事
の
お

知
ら
せ
等
）

○
時
報
（
時
報
の
放
送
時
間
に
つ
い
て

は
地
域
性
を
考
慮
し
て
現
行
の
時
間

設
定
で
継
続
し
ま
す
が
、
今
後
、
他

の
放
送
事
項
の
運
用
に
支
障
が
生
じ

た
場
合
は
、
段
階
的
に
調
整
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

○
そ
の
他
市
長
が
特
に
認
め
る
広
報
事

項
及
び
連
絡
事
項
の
伝
達

▼
防
災
行
政
無
線
で
放
送
で
き
な
く
な

る
事
項

○
葬
儀
放
送

○
犬
の
保
護
通
知

○
団
体
、
個
人
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
社

会
福
祉
協
議
会
、
体
育
協
会
、
文
化

協
会
等
）

○
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
運
動
会
等

の
雨
天
中
止
、
修
学
旅
行
安
否
情
報

等
）

※
学
校
の
連
絡
網
を
利
用
。

※
夏
休
み
等
の
帰
宅
放
送
は
、
現
状
の

と
お
り
継
続
し
ま
す
。

　 防 災 無 線

の 運 用 に つ

い て は 電 波

法 等 に 基 づ

き 、「 無 線

局 の 開 設 の

根 本 基 準 」

が 定 め ら れ

ています。

　今までは、旧市町村ごとに無線免許を

取得し、それぞれの施設ごとに運用して

きた経緯があります。

　無線放送が全市域を統一して庁舎南館

の１局から無線電波の発信をするため、

支所ごとに放送を行う場合、ある地域で

放送している間は、他の地域では放送が

できず、これまでに比べ互いに放送の機

会が制限されてしまいます。

　市では、国が推進するデジタル化に対応することを目的

に平成21年度から3カ年度をかけて防災行政無線設備の整

備を行いました。

　これまでの運用内容を整理し、新たな運用
基準に改めます。

■問合せ先　総務課　消防防災担当　☎�055（262）4111



　3月4日、スコレーセンターで「笛吹市・市民協働フォーラム」が開催されました。

　今年のフォーラムは、「絆・つながろう笛吹　つなげよう未来（あした）へ!!」をメインテーマに、

市内で活動するボランティア団体やNPO法人など、市民活動団体の活動紹介と市民の皆さんが気軽に

参加できるイベントとして、開催されました。

　私たち「笛吹市男女共同参画推進委員会」では、活動発表に続いて、サッカー解説者であり、現在

関西リーグ１部奈良クラブ監督である羽中田昌さんを講師に迎え、講演会を開催しました。

　講演の前に行われた推進委員会の活動発表に対して、次の声も

寄せられ、今後の活動に向けて勇気をいただきました。

○はじめの歌と体操がとても楽しかったです。広めてください。

○パフォーマンスが楽しく、進行も上手で感心しました。

当日寄せられたアンケートから、参加者の感想をご紹介します。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

○気負わずありのままを率直に語ってくださった羽中田さんに感謝です。人と場所との出会い、

夢を追い続ける大切さを改めて学ばせていただきました。好企画でした。

○前向きな生き方にすばらしさを感じました。一つ一つの話に納得し楽しませていただきました。

○夫婦で上を見ながら人生を歩む大切さがよく分かりました。“人生いってこい”いい言葉をい

ただきました。ますますのご活躍を祈らずにはいられません。

○夫婦は１＋１＝（関わる・支えあうと）2以上になるというのは、全くそのとおりだと思いました。

○羽中田さんご夫妻でのトークだったらもっとよかったと思いました。

○よいお話だっただけに参加者がもっとほしかったです。会場をいっぱいにしてほしかったです。

講演会には、男女共
同参画の学習をした
ことのない方が、た
くさん参加してくだ
さったんだって!

これからも多くの
方に、男女共同参
画を知っていただ
けるような活動を
続けていきたいね。

推進委員会活動紹介

　羽中田さんが結婚された方は、韮崎高校時代の同級生。

高校卒業後間もなく、交通事故で脊髄損傷、下半身不随の

生活を余儀なくされた夫、昌さんをずっと支えてこられ、

まさに二人三脚でここまで生きてこられたお二人。その生

き様を気負わず、ありのままに語ってくださった講演でし

た。

　「目標は逃げない」、この言葉を合言葉にして生きてこら

れました。スペイン・バルセロナで過ごした5年間で得た

もの、ヨーロッパ各国を巡る夫婦二人旅で得たもの、サッ

カーを通じての「人」と「場」の出会いで得たもの…。全

てが羽中田さんの人生を支えていると言います。「人は何

かを見上げていると元気になる。夢、目標を見上げながら、ゆっくり生きよう」と結ばれました。

お話をされる羽中田昌さん

すずらん群生地の中を歩く 純白のかわいい花を咲かせる日本すずらん

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
11
回

は
、
6
月
1
日
に
行
わ
れ
る
す
ず
ら
ん

の
里
祭
り
と
、
芦
川
の
春
の
祭
り
を
紹

介
し
ま
す
。

す
ず
ら
ん
の
里
祭
り

　
夏
の
訪
れ
を
日
差
し
で
感
じ
ら
れ
る

6
月
1
日
、
芦
川
町
で
は
、
町
興
し
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
61
年
か
ら
す
ず
ら

ん
の
里
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
芦
川
町
に
流
れ
る
芦
川
の
源
流
域
に

は
日
本
で
も
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
群
生

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
見
所

な
の
が
県
の
自
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
「
日
本
す
ず
ら
ん
」
で
す
。

か
わ
い
ら
し
い
小
さ
い
鈴
の
よ
う
な
形

の
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
、
優
し
い
香
り

が
特
徴
で
す
。
す
ず
ら
ん
以
外
に
も
、

こ
の
時
期
は
ア
マ
ド
コ
ロ
（
高
さ
40
㎝

〜
80
㎝
。
茎
は
数
本
の
稜
が
あ
り
上
部

は
弓
な
り
に
曲
が
る
。
地
下
茎
に
甘
み

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
）、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
（
湾
曲
し
た
羽
と
白
い

花
弁
が
鶴
が
羽
を
広
げ
た
形
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
あ
る
）
な
ど
、

高
山
な
ら
で
は
の
山
野
草
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

芦
川
の
春
の
祭
り

　
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
以
外
に
も
、
芦

川
の
春
に
は
様
々
な
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
に
、
新
井
原
地
区
最
大

の
祭
り
「
蚕
影
神
社
の
春
祭
り
」
が
あ

り
ま
す
。
蚕
影
神
社
は
、
新
井
原
の
天

狗
山
の
山
頂
に
あ
る
神
社
で
名
前
の
と

お
り
養
蚕
の
繁
盛
を
祈
願
す
る
神
社
で
、

祭
神
は
稚
産
霊
命
（
※
）
、
御
神
体
は
鏡

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県

岡
谷
市
か
ら
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
、
「
オ

カ
イ
コ
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
祭
日
は
4
月
24
日
で
、
祭
り
の
世
話

は
新
井
原
の
各
組
（
4
つ
の
組
）
が
一
年

交
代
で
受
け
持
ち
、
そ
の
組
の
「
神
当

総
代
」
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
お
祭
り

の
内
容
は
、
お
神
酒
を
供
え
て
、
繭
型

の
餅
を
作
り
、
大
人
が
撒
き
子
ど
も
が

拾
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
内
容
で
す
。

　
昭
和
初
期
ま
で
は
、
他
の
芦
川
地
区

か
ら
だ
け
で
な
く
、
旧
上
九
一
色
村
、

八
代
町
（
奈
良
原
・
竹
居
）
方
面
か
ら

も
多
数
の
参
拝
者
が
あ
り
、
街
の
中
心

か
ら
天
狗
山
の
麓
ま
で
の
参
道
の
両
脇

に
提
灯
が
吊
る
さ
れ
、
夜
店
が
た
く
さ

ん
立
ち
並
び
、
そ
の
間
は
参
拝
者
で
溢

れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
芦
川
に

嫁
い
で
初
め
て
祭
り
を
迎
え
る
新
婦
は
、

花
嫁
衣
裳
を
着
て
参
拝
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
衣
裳
の
原
料
が
絹
で
あ
っ
た
た
め

に
「
こ
の
よ
う
な
立
派
で
、
鮮
や
か
な

良
質
な
繭
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
祈

願
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
参
拝
に
来
る

新
婦
は
芦
川
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
の

町
村
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
参
道
の
出

店
に
は
甘
酒
・
ホ
ウ
ズ
キ
・
飴
・
駄
菓

子
・
金
魚
な
ど
が
売
ら
れ
、
実
に
賑
や

か
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
家
庭
で
も
親
族
、
縁
者
、

友
人
が
集
ま
り
、
ご
馳
走
を
振
舞
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
家
の
米
び
つ
が
底

を
つ
き
、
近
所
に
借
り
に
行
く
と
い
っ

た
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
養
蚕
を
営
む
家
は
芦
川
で
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
祭
り
の
規
模
は
縮
小

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
祭
り
の
当
日

は
、
新
井
原
の
祭
り
当
番
の
組
が
出
て
、

お
札
を
配
り
、
参
拝
客
に
は
餅
を
配
る

こ
と
で
、
祭
り
の
存
続
に
努
め
て
い
ま

す
。

※
稚
産
霊
命
…
日
本
神
話
に
登
場
す
る
、

五
穀
・
養
蚕
の
神
。

お
こ

こ
か
げ

わ
か
む
す
び
の
み
こ
と

か
ん
じ
ょ
う

し
ん
と
う

そ
う
だ
い

み
　
き

ま
ゆ

ま

ち
ょ
う
ち
ん

あ
ふ



　　
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
尺
八
と
最

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
合
体
で
あ
る
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
異
色
ユ
ニ
ッ
ト
…
ジ
ェ

ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
。

　
こ
の
2
つ
の
楽
器
の
音
色
が
織
り
な

す
サ
ウ
ン
ド
は
意
外
や
意
外
、
想
像
を

越
え
た
幅
広
い
世
界
を
生
み
出
し
ま
す
。

▼
日
時

　
6
月
23
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
4
時
30
分

　
開
演
　
午
後
5
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
集
会
室

▼
曲
目

○
情
熱
大
陸

○
ジ
ュ
ピ
タ
ー

○
と
な
り
の
ト
ト
ロ
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
境
川
町
の
旧
寺
尾
分
校
で
月
2
回
、

同
町
在
住
で
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
の

画
家
、
橋
本
守
男
先
生
を
囲
ん
で
絵
の

勉
強
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展

で
す
。

▼
期
間
　
5
月
7
日
（
月
）
〜
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
後
5
時
ま
で
、
最

終
日
は
午
後
4
時
ま
で

▼
場
所
　
境
川
総
合
会
館
　
2
階

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
か
い
が
わ

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先

・
さ
か
い
が
わ
絵
を
楽
し
む
会
　
新
田

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
4
2
2
3

・
境
川
総
合
会
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
2
0
1
4

金
川
の
森
「
新
緑
ま
つ
り
」

　
春
の
一
日
を
公
園
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
様
々
な
催
し
で
お
迎
え
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
13
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
荒
天
中
止

▼
場
所
　
金
川
の
森
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」

金
川
の
森
ウ
ォ
ー
ク

　
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
の
も

と
、
森
林
浴
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
6
月
9
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
10
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ナ
ー

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
5
月
9
日
（
水
）

　
午
前
9
時
か
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
　
　
「
こ
け
玉
づ
く
り
」

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
、
こ
け
玉
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
16
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー

　
ル

▼
講
師
　
福
嶋
　
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ

ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
5
月
16
日
（
水
）

　
午
前
9
時
か
ら

竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
ろ
う

　
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
、
遠
く
へ
飛
ば
し

て
遊
び
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
24
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー

　
ル

▼
講
師
　
福
嶋
　
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ

ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
5
月
24
日
（
木
）
�

　
午
前
9
時
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

※
申
込
み
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

限
り
ま
す
。
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1
8
9
1
年
、

北
杜
市
生
ま
れ
の

浅
川
巧
の
人
生
を

記
し
た
、
富
士
川

町
出
身
の
江
宮
隆

之
原
作
「
白
磁
の

人
」
が
映
画
化
さ

れ
、
今
年
初
夏
に

全
国
劇
場
に
て
公

開
さ
れ
ま
す
。

　
公
開
記
念
と
し

て
原
作
者
の
江
宮
隆
之
講
演
会
&
サ
イ

ン
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
に
て
映
画
入
場
券
を
特

別
割
引
販
売
し
ま
す
。
（
定
価
１
８
０

０
円
↓
割
引
価
格
１
０
０
０
円
）

▼
日
時
　
5
月
20
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料
　
先
着
2
0
0
名

　
（
要
入
場
整
理
券
）

※
入
場
整
理
券
は
5
月
1
日
（
火
）
よ
り
、

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
事
務
室
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

　
韓
国
料
理
研
究
家

の
金
純
子
先
生
に
よ

る
第
1
回
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
6
月
3
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
（
調
理
実
習
室
）

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
プ
ル
コ
ギ
・
オ
イ
キ
ム

チ
（
き
ゅ
う
り
の
キ
ム
チ
）

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円

　
（
材
料
・
講
師
代
含
む
）

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込
期
限
　
5
月
20
日
（
日
）

▼
申
込
方
法
�

電
話
ま
た
は
事
務
室
窓

口
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
　

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

長
や
市
幹
部
職
員
と
意
見
交
換
す
る
「
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
開
催
団
体
・
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
、
参
加
者

は
お
お
む
ね
50
人
以
内

▼
内
容

○
テ
ー
マ
　
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
設

定
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る

テ
ー
マ
ま
た
は
広
く
『
ま
ち
づ
く
り
』

に
関
係
す
る
テ
ー
マ
に
限
り
ま
す
。

○
開
催
日
時
　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
希

望
を
ふ
ま
え
、
開
催
日
を
決
定
し
ま

す
。
開
催
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら

午
後
10
時
ま
で
の
間
の
2
時
間
以
内

で
す
。

○
開
催
場
所
　
市
内
公
共
施
設

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
し
、
開

催
希
望
日
の
1
カ
月
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
経
営
企
画
課
広
聴
広
報
担
当
窓

口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
使
っ
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
の
で
、

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
多
く
の
方
々
の
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
公
募
条
件
　
15
歳
以
上
で
、
施
設
の

管
理
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
建
設
的

な
意
見
を
お
持
ち
の
方

▼
応
募
締
切
　
5
月
25
日
（
金
）
必
着
、

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
に
対
す
る
簡
単
な
意
見
・
要

望
を
任
意
の
用
紙
に
必
ず
記
入
の
上
、

郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

■
郵
送
・
持
参

　
〒
4
0
6
―
8
5
1
0

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

　
笛
吹
市
役
所
　
経
営
企
画
課

�
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
班

○
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

○
E
メ
ー
ル

　fa
p

@
c

ity
.fu

e
fu

k
i.lg

.jp

■
問
合
せ
先
　
経
営
企
画
課

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
班

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
優
し
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
河
川
　
富
士
川
及
び
笛
吹
川

▼
期
間
　

　
7
月
1
日
〜
平
成
26
年
6
月
30
日

▼
応
募
資
格
者
　
山
梨
県
も
し
く
は
静

岡
県
に
在
住
し
、
富
士
川
及
び
笛
吹

川
付
近
（
お
お
む
ね
5
キ
ロ
以
内
）

に
住
む
20
歳
以
上
の
方

▼
謝
礼
　
実
費
程
度

▼
応
募
期
限
　
5
月
18
日
（
金
）

■
問
合
せ
先

　
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

�
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
8
8
8
8

　
平
成
23
年
度
市
民
講
座
受
講
生
と
、

市
民
講
座
を
機
会
に
、
現
在
自
主
グ
ル

ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

学
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

学
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
作
品
展
示
）

▼
日
時
　
5
月
18
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
20
日
は
、

午
後
1
時
ま
で
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階

　
会
議
室
ほ
か

▼
内
容
　
編
み
物
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

キ
ン
グ
、
折
り
紙
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル

ト
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
卵
殻

モ
ザ
イ
ク
、
ア
ー
ト
ク
レ
イ
ク
ラ
フ

ト
、
水
彩
画
、
似
顔
絵
、
写
経
、
仏

画
、
俳
句
、
行
書
ペ
ン
な
ど
（
予
定
）

学
び
ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
発
表
）

▼
日
時
　
5
月
20
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
11
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階

　
集
会
室

▼
内
容
　
オ
カ
リ
ナ
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ク
、

3
B
体
操
、
脂
肪
燃
焼
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ギ
タ
ー
＆
マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
（
予
定
）

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
初

級
者
の
方

▼
日
時
　
5
月
11
日
（
金
）
〜
6
月
15
日

（
金
）
（
毎
週
金
曜
日
　
計
6
回
）
午

後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
コ
ー
ト
・

照
明
代
、
ボ
ー
ル
代
等
）

▼
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル
等

▼
申
込
方
法
　
5
月
1
日
（
火
）
か
ら
電

話
で
受
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
テ
ニ
ス
協
会

・
早
川
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
0
5
0

・
吉
岡
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
7
5
7

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
程
・
対
象
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

問
合
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

:/
/

w
w

w
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c
.jp

/

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
高
齢
者
が
市
内
の
介
護
保
険
施
設
等

で
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

自
身
に
よ
る
介
護
予
防
の
推
進
を
図
り
、

生
き
生
き
と
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
実
績
に
応
じ
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
申
請
に
基
づ
き

交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の

元
気
な
高
齢
者
（
65
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
方
）

▼
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
と
は

　
介
護
保
険
施
設
等
に
お
い
て
、
利

用
者
に
寄
り
添
っ
て
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
こ
と
で
す
。

▼
参
加
方
法
及
び
手
順

●
図
①
・
②
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
行

う
講
座
を
受
講
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
登
録
さ
れ
た
方
に
手
帳
を
交
付

し
ま
す
。

●
図
③
　
市
内
介
護
保
険
施
設
等
で
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
を
し
ま
す
。
（
事
前

に
受
入
れ
施
設
と
し
て
市
に
登
録
さ

れ
て
い
る
施
設
に
限
り
ま
す
）

●
図
④
　
活
動
実
績
に
応
じ
、
施
設
等

が
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。

●
図
⑤
　
年
度
内
の
活
動
終
了
後
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
手
帳
を
提
出
し
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
を
受
け
ま
す
。
（
翌

年
度
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
）

●
図
⑥
　
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
金
と
し
て

申
請
す
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
申
請
し
ま
す
。
（
翌
年
度
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
）

●
図
⑦
　
市
よ
り
交
付
金
が
指
定
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

▼
ス
タ
ン
プ
の
付
与
基
準

●
活
動
1
回
（
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
1
時

間
）
に
つ
き
1
ス
タ
ン
プ

※
1
日
2
ス
タ
ン
プ
ま
で

●
1
ス
タ
ン
プ
＝
1
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト
か
ら
交
付
金
へ
の
算
定
基
準

※
交
付
金
の
対
象
と
な
る
の
は
上
限
50

ポ
イ
ン
ト
ま
で
で
す
。
（
交
付
金
額

は
5
0
0
0
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
）

※
50
ポ
イ
ン
ト
超
え
た
後
も
、
活
動
を

継
続
し
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
は
年
度
ご
と
の
付
与
と
な

り
、
翌
年
度
へ
の
持
ち
越
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

・
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当
　
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
本
所
　
　
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

笛吹いきいきサポーター
養成講座

　開催日は５･７･９月（年３回）を
予定しています。

〈平成24年度第1回目養成講座〉

　日時　５月18日（金）
　　　　午後１時30分から

　場所　八代福祉センター
※参加希望者は、市社会福祉協議

会までお問い合わせください。

⑥交付金の申請

市

社
会
福
祉
協
議
会

受入れ施設

サポーター

③サポーター
　活動

④スタンプ
　押印

⑦交付金の支払い

①研修受講

②登録・手帳の交付

⑤ポイント確認・付与

交付金額

1,000円

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

付与ポイント

10ポイント～19ポイント

20ポイント～29ポイント

30ポイント～39ポイント

40ポイント～49ポイント

50ポイント～



　
市
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防

事
業
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
へ
の
支

援
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
体
制
）
を
整

備
し
ま
す
。
消
防
署
と
協
力
員
（
本
人

が
予
め
依
頼
す
る
）
と
の
連
携
に
よ
り

緊
急
時
に
迅
速
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
上
の
安
全
の
確
保
と
不
安
の

解
消
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持

病
が
あ
る
方
）
等

　
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
等
の
状
況
に
あ
り
、
安

否
確
認
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　
高
齢
者
本
人
の
情
報
（
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
の
連
絡
先
等
）
を
記
入
し
た

シ
ー
ト
等
を
入
れ
る
容
器
を
配
布
し
、

災
害
時
や
緊
急
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達

を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
属
す
る
方
で
、
キ
ッ
ト
の
配

布
を
希
望
す
る
方

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
昼
食
を
配
達
し
、
自
立
生
活
の
支
援

と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
あ

っ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
介
護
状

態
へ
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
　
介
護
保
険
制
度
で
「
自
立
」

判
定
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　
ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
在
宅
で
の

掃
除
・
洗
濯
・
食
事
食
材
確
保
・
生
活

指
導
等
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
要
介

護
状
態
へ
の
予
防
及
び
自
立
生
活
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
介
護
保
険
制
度
で
「
自
立
」

判
定
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
で
生
活
援
助
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
等
で
外
出

で
き
な
い
高
齢
者
に
、
在
宅
で
の
理
美

容
の
出
張
料
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝

た
き
り
等
で
外
出
が
困
難
な
方

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
虚
弱
等
の
状
況
の
方

　
家
屋
内
外
の
整
理
整
頓
や
粗
大
ゴ
ミ

等
の
搬
出
等
、
在
宅
生
活
の
継
続
に
必

要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
方

で
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
予
め
申
請
が
必
要

で
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
う
ち
給
付

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用

ベ
ッ
ド
（
固
定
式
）
の
貸
与
費
用
の
一

部
が
助
成
さ
れ
、
在
宅
生
活
の
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
要
介
護
1
、
要
支
援
1
及
び

要
支
援
2
の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
、

ま
た
は
同
程
度
の
方
で
寝
台
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方

　
基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
、
一
時
的
に

養
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
市
が

契
約
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時
入

所
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制

度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
（
と
も
に
65
歳
以
上
）

を
家
庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
介

護
者
（
入
院
や
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
が
あ
る
月
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所

得
世
帯
）
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費

用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
尿
失
禁
等
に
よ
り
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
等
で
、
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
の
方

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

利
用
に
係
る
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

▼
対
象
　
在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

　
介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
「
歩
行
・

排
泄
・
入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設

置
」
な
ど
の
軽
微
な
改
修
の
費
用
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か

か
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
介

護
保
険
制
度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ

れ
た
方
ま
た
は
介
護
保
険
制
度
の
対

象
に
な
ら
な
い
方

　
転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
等
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
の
高
齢
者
が

自
ら
介
護
予
防
活
動
に
参
加
し
、
介
護

予
防
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　
地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

高
齢
者
介
護
予
防
体
操
普
及
啓
発
事

業　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
な
ど

を
通
じ
で
介
護
予
防
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。

▼
対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　
日
常
生
活
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
判
断
さ
れ
た
二
次
予
防
事
業
対
象
者

が
、
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
通
所
に
よ
る
事
業
参
加
が
困
難
な
場

合
、
必
要
に
応
じ
訪
問
に
よ
る
支
援

も
行
い
ま
す
。

①
運
動
機
能
向
上
事
業

②
栄
養
改
善
事
業

③
口
腔
機
能
向
上
事
業

④
認
知
症
予
防
・
支
援
事
業

▼
対
象
　
二
次
予
防
事
業
対
象
者
（
要

支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

※
生
活
機
能
評
価
に
よ
り
、
二
次
予
防

事
業
対
象
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
く
し
て
き
た
満
1
0
0
歳
の
長
寿
者

を
敬
愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

祝
金
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
10
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
す
る
満
1
0
0
歳
の
方

　
老
人
の
日
及
び
老
人
週
間
の
行
事
と

し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
　
9
月
15
日
に
お
い
て
満
77
歳
・

満
88
歳
・
満
1
0
0
歳
以
上
の
方
で
、

8
月
1
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

☎
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5
5
（
2
6
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）
1
9
0
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ま
た
は
各
支
所



　
心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、

社
会
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
こ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き

く
次
の
4
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
（
児
）
の
居
宅
に

訪
問
し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど

の
ほ
か
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、

同
行
援
護
、
短
期
入
所
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医

療
支
援
が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど

生
活
介
護
が
必
要
な
場
合
、
医
療
機

関
・
福
祉
施
設
等
で
過
ご
す
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
就
労
継
続
支
援
、
就

労
移
行
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
ケ

ア
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
専

門
ス
タ
ッ
フ
等
の
援
助
を
受
け
な
が

ら
、
小
人
数
、
一
般
の
住
宅
で
生
活

す
る
社
会
的
介
護
の
形
態
）
で
の
生

活
が
必
要
な
方
や
、
施
設
等
に
入
所

し
生
活
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
人
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

○
児
童
発
達
支
援

　
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動

作
の
指
導
、
知
識
技
能
の
付
与
、
集

団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
行
い
ま
す
。

○
医
療
型
児
童
発
達
支
援

　
肢
体
不
自
由
児
に
対
し
て
、
医
療

型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

独
立
行
政
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

等
で
、
児
童
発
達
支
援
及
び
治
療
を

行
い
ま
す
。

○
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
在
学
中
の
障
が
い
児
に
対
し
て
、

放
課
後
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
に

お
い
て
、
生
活
能
力
向
上
の
た
め
の

訓
練
等
を
継
続
的
に
提
供
し
て
自
立

を
促
進
し
ま
す
。

○
保
育
所
等
訪
問
支
援

　
保
育
所
等
を
現
在
利
用
中
の
障
が

い
児
、
ま
た
は
今
後
利
用
す
る
予
定

の
障
が
い
児
が
保
育
所
等
に
お
け
る

集
団
生
活
の
適
応
の
た
め
の
専
門
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
在
宅
の
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
支

給
を
行
い
ま
す
。

　

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
障
害
者
自

立
支
援
法
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
や
む
を
え

な
い
諸
事
情
に
よ
り
、
こ
の
事
業
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
障
が
い
者
が
病
院
等
で
保
険

診
療
を
受
け
た
と
き
の
、
医
療
費
の
自

己
負
担
（
各
保
険
の
付
加
給
付
金
及
び

高
額
医
療
費
・
食
事
療
養
費
等
は
除
く
）

分
を
、
窓
口
無
料
化
に
よ
っ
て
助
成
す

る
事
業
で
す
。

※
県
外
で
の
受
診
や
針
灸
な
ど
は
償
還

払
い
（
一
度
支
払
っ
て
か
ら
福
祉
窓

口
で
申
請
す
る
）
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

自
立
支
援
医
療
制
度

　
次
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

▼
更
生
医
療

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
受

け
る
、
現
在
あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま

た
は
現
状
維
持
）
す
る
た
め
の
医
療

費
で
す
。

▼
精
神
通
院
医
療

　
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に

よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
た
め

の
医
療
費
で
す
。

　
補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う

た
め
の
補
装
具
購
入
費
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
給
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
や
要
介
護
高

齢
者
（
介
護
慰
労
金
を
支
給
さ
れ
て
い

る
人
に
介
護
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
で
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
）
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
タ
ク
シ

ー
券
を
発
行
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
が

助
成
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
券

と
、
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
の
2
種

の
タ
ク
シ
ー
券
（
そ
れ
ぞ
れ
を
ひ
と
月

あ
た
り
2
枚
づ
つ
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、
長
距

離
の
乗
車
を
必
要
と
す
る
場
合
に
使
い

や
す
い
よ
う
に
、
一
回
の
乗
車
に
何
枚

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク

シ
ー
券
の
内
部
障
が
い
者
（
心
臓
・
じ

ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
・
肝
臓
・
免
疫
の
1
級
）
へ
の
交

付
及
び
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、

市
が
独
自
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

介
助
用
自
動
車
購
入
助
成

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が

あ
り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅

の
重
度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た

め
の
リ
フ
ト
付
自
動
車
購
入
費
が
助
成

さ
れ
る
事
業
で
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

　　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）
を
扶
養
し
て
い
る
人
に
対
す
る
手

当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
障
害
者
手
当
等

　　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
で

す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障

が
い
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
が
い
者
（
児
）
に
対

す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
事
業

　
地
域
生
活
支
援
事
業
と
は
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
や
地
域
活
動
を
支
援

し
て
い
く
事
業
で
す
。

　
そ
の
他
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
相
談

▼
N
H
K
受
信
料
免
除
の
相
談

▼
自
動
車
燃
料
費
助
成
の
相
談

▼
そ
の
他
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　
5
月
7
日
（
月
）
〜
24
日
（
木
）

▼
受
付
場
所
　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

○
印
鑑

○
運
転
免
許
証

○
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届

出
済
証

○
平
成
24
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ま
た
は
各
支
所

注１：視覚障害４級においては４級の１のみになります。
注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。
注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。
注４：下肢不自由については、両下肢に障がいがある場合に限り、生計

を一にする者および単身で生活する障がい者を常時介護する者の運転
が認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする者および単身で生活する障

がい者を常時介護する者の運転が認められます。
※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方は、

お問い合せください。

視覚障害（注１）

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（注２）

上肢不自由（注３）

下肢不自由（注４）

体幹不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこうまたは直腸の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能障害

肝臓機能障害

６級１級 ２級 ３級 ４級 ５級

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎ ◎

◎

◎

障　が　い　の　程　度



【日本赤十字社笛吹市地区】
５月は赤十字運動月間です。
赤十字は皆さんから寄せられ
た活動資金（社費）により世界
で人命尊重の活動を行ってい
ます。
皆さんのご協力をお願いします。

伴奏する松井紀和先生＝平成23年9月27日、前回講演会

　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
、
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

　
実
践
と
し
て
、
軽
や
か
な
ピ
ア
ノ
と

と
も
に
、
懐
か
し
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

　
懐
か
し
さ
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
、

脳
の
老
化
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
い
る
た
め
の
手
段
の
ひ
と
つ
に
な

り
ま
す
。

　
当
日
は
、
介
護
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
た
り
、
素
敵
な
歌
集
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方

▼
日
程
・
場
所

○
5
月
15
日
（
火
）

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
5
月
22
日
（
火
）

　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○
5
月
29
日
（
火
）
　
境
川
総
合
会
館

○
6
月
5
日
（
火
）
　
八
代
総
合
会
館

○
6
月
15
日
（
金
）
　
い
ち
の
み
や
桃
の

�
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

○
6
月
19
日
（
火
）
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
6
月
26
日
（
火
）

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

※
講
演
会
で
の
ク
イ
ズ
や
歌
の
内
容
は
、

日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
何
度
出

席
し
て
も
楽
し
い
内
容
で
す
。

▼
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
か

ら
3
時
30
分
で
す
。

※
開
場
は
午
後
1
時
で
す
。

▼
講
師
　
松
井
紀
和
先
生
（
精
神
科
医
・

日
本
臨
床
心
理
研
究
所
所
長
）

▼
内
容

○
第
一
部
　
知
っ
て
得
す
る
!!
介
護
予

防
ク
イ
ズ
　
市
の
高
齢
者
の
様
子
や

介
護
予
防
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど

を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

○
第
二
部
　
歌
っ
て
実
践
!

介
護
予
防

思
い
だ
そ
う
　
な
つ
か
し
の
あ
の
頃
、

あ
の
歌
、
あ
の
景
色
（
か
ろ
や
か
な

ピ
ア
ノ
と
と
も
に
、
脳
を
活
性
化
さ

せ
ま
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
込
み
は
、
不
要
で
す
。

※
巡
回
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
年
齢
と
と
も
に
か
た
く
な
っ
た
体
を

ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
背
中
の
後
ろ
で
両
手
が
組
め
な
い
。

（
片
方
は
上
か
ら
、
片
方
は
下
か
ら

ま
わ
し
ま
す
）

○
振
り
返
っ
て
後
ろ
が
見
え
に
く
い
。

○
座
っ
て
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
周
り

に
邪
魔
な
も
の
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
項
目
が
あ
て
は
ま
る
と
き
に

は
、
体
が
か
た
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
体
を
や
わ
ら
か
く
す
る
運
動
の
方
法

を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
春
は
忙
し
く
て
参
加
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
秋
に
も
教
室
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

（
市
の
介
護
予
防
事
業
・
貯
筋
塾
参

加
者
は
除
く
）

▼
教
室
名
・
日
程
・
場
所

○
ピ
ー
チ
1
　
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
　

5
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
・

6
月
6
日
・
13
日

○
ピ
ー
チ
2

　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

6
月
20
日
・
27
日
・
7
月
4
日
・
11

日
・
18
日
・
25
日

※
お
近
く
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
30
分
か

ら
9
時
ま
で
。
（
毎
週
水
曜
日
）

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
先
生

▼
持
ち
物
・
服
装
　
タ
オ
ル
、
お
茶
な

ど
の
水
分
、
運
動
の
で
き
る
服
装

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を

受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

　
介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
し
た
と
き
の
食
費
と
居
住

費
は
原
則
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
や

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
負

担
限
度
額
認
定
証
と
は
、
こ
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。

※
た
だ
し
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
食
費
は
対
象
外

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

利
用
者
負
担
段
階
が
、
第
1
段
階
〜

第
3
段
階
に
該
当
す
る
方

○
第
1
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
第
2
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

が
年
間
80
万
円
以
下
の
方

○
第
3
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
利
用
者

負
担
第
2
段
階
に
該
当
し
な
い
方

▼
負
担
限
度
額

　
居
住
費
と
食
費
に
は
、
利
用
者
負

担
段
階
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
次
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
方
法

　
印
鑑
を
持
参
の
上
、
介
護
保
険
課

（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま

た
は
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
認
定
証
の
有
効
期
限

　
毎
年
7
月
1
日
が
認
定
証
の
年
度

更
新
日
で
す
。

　
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

の
更
新
の
お
知
ら
せ
は
、
5
月
下
旬

以
降
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
次
の
6
月
30
日
ま
で
で

す
。

▼
電
子
申
請
も
で
き
ま
す

　
負
担
限
度
額
認
定
申
請
は
、
「
や

ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
（
や
ま
な

し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.e
-

te
ts

u
zu

k
i9

9
.

c
o

m
/

e
a

p
-

p
j/

y
a

m
a

n
a

s
h

i/

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

介
護
保
険
課
�

介
護
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
と
地
域
と
の

交
流
会
を
目
的
に
、
お
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
26
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家

　
（
石
和
町
市
部
4
4
8
番
地
）

▼
内
容
　
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
模

擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
障
が
い
者

作
品
展
、
体
験
広
場
（
絵
手
紙
教
室

ほ
か
）

▼
募
集
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

（
テ
ン
ト
半
分
1
0
0
0
円
）

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
（
無
料
）

▼
申
込
期
限
　
5
月
14
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
は
、
①
さ
く

ら
ハ
ウ
ス
石
和
（
障
害
者
社
会
復
帰

施
設
）
、
②
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ

ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
（
つ
ど
い
の
広
場
）、

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
③
石
和

地
域
事
務
所
　
④
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
）
の
4
つ

の
団
体
が
活
動
し
て
い
る
施
設
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

300円

390円

650円

１日当たりの居住費

第１段階

第２段階

第３段階

利用者
負担段階 ユニット型

個室

820円

820円

1,310円

ユニット型
準個室

490円

490円

1,310円

従来型個室
（特養）

320円

420円

820円

従来型個室
(老健・療養)

490円

490円

1,310円

多床室
(相部屋)

0円

320円

320円

1日当たりの
食　費



　
肥
満
解
消
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
・
改
善
に
は
、

有
酸
素
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
有
効

で
す
。

　
手
軽
に
実
施
で
き
る
有
酸
素
運
動
の

『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
を
日
常
生
活
に
取

り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
安
全
で
効
果

的
な
歩
き
方
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
こ
れ
か
ら
は
じ
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
経
験
は
あ
る
が
、

病
気
や
怪
我
な
ど
の
理
由
で
中
断
し

て
し
ま
い
、
再
開
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
経
験
は
あ
る
が
、

自
己
流
で
あ
り
、
基
礎
を
学
び
た
い

と
思
っ
て
い
る
方

▼
受
付
時
間
　
午
後
1
時
15
分
〜
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階

　
集
会
室
　
　
　
　
　

▼
定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
・
履
き

な
れ
た
運
動
靴
、
飲
み
物
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
帽
子

▼
申
込
期
限
　
5
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
初
め
て
参
加

す
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
注
意
事
項
　
雨
天
の
場
合
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
中
止
に
な
り
ま
す
が
、

室
内
で
講
師
に
よ
る
講
義
と
室
内
で

の
軽
運
動
を
行
い
ま
す
。

※
毎
回
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
血
圧
測
定

を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
�

成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　市は、子宮頸がん検診、乳がん検診及び大
腸がん検診の無料クーポン券と検診手帳を配
布しました。
　ぜひ、健康管理にお役立てください。
　配布対象者　平成24年４月１日現在の年齢

が、次の表に該当する方です。
　利用できる検診　市で実施する集団健診、

個別（医療機関）検診、国保人間ドック
　無料クーポン券の有効期限

平成25年１月31日まで

　留意事項
○受診の際には「無料クーポン券」と「問診票」を

一緒に指定医療機関に提出してください。
○無料クーポン券対象者で、平成24年４月１日以降

に無料クーポン券を利用せずに、市で実施してい
る子宮頸がん検診、乳がん検診（視診、触診、マ
ンモグラフィー検査）、大腸がん検診（便潜血検査）
を受診した方は、自己負担金の払い戻しの申請が
できますので、領収書を保管しておいてください。

　詳しくは、対象者にお知らせします。
○無料クーポン券は市で実施する検診のうち、１回

のみの利用となります。
○職場検診で子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん

検診を受診した方は対象になりません。

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎�055（261）1901

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　7月13日（金）

　8月17日（金）

　9月14日（金）

10月 1日（月）

11月16日（金）

12月21日（金）

　1月25日（金）

　2月15日（金）

　3月15日（金）

血圧測定・脚力測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・脚力測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・健康講話・ウォーキングの実施

血圧測定・脚力測定・健康講話・ウォーキングの実施

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

年　齢

４０歳

４５歳

５０歳

５５歳

６０歳

年　齢

２０歳

２５歳

３０歳

３５歳

４０歳

昭和46年（1971）4月2日～昭和47年（1972）4月1日

昭和41年（1966）4月2日～昭和42年（1967）4月1日

昭和36年（1961）4月2日～昭和37年（1962）4月1日

昭和31年（1956）4月2日～昭和32年（1957）4月1日

昭和26年（1951）4月2日～昭和27年（1952）4月1日

平成3年（1991）4月2日～平成4年（1992）4月1日

昭和61年(1986）4月2日～昭和62年(1987）4月1日

昭和56年(1981）4月2日～昭和57年(1982）4月1日

昭和51年(1976）4月2日～昭和52年(1977）4月1日

昭和46年(1971）4月2日～昭和47年(1972）4月1日

生年月日 生年月日

日　　程 内　　容 時間

　
今
年
か
ら
国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
、
６

月
か
ら
5
月
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
各
種
検
診
希
望
調
査
等
で
申
込
み
が

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
4
月
に
受
診

券
を
郵
送
し
ま
し
た
。
受
診
券
と
関
係

書
類
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
5
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
委
託
医
療
機
関
に
直
接
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
予
約
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

ま
だ
市
に
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
、
40
歳
〜
74
歳
（
昭
和
13
年

4
月
1
日
〜
昭
和
48
年
3
月
31
日
生
）

※
市
の
集
団
健
診
や
個
別
医
療
機
関
検

診
と
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
有
効
期
間
　
5
月
1
日
（
火
）
〜
平
成

25
年
1
月
31
日
（
木
）

▼
自
己
負
担
金
額

○
男
性
　
1
万
5
0
0
0
円
前
後

○
女
性
　
2
万
円
前
後

▼
委
託
医
療
機
関

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
・
石
和
共
立
病
院

（
男
性
の
み
）
・
一
宮
温
泉
病
院
・

笛
吹
中
央
病
院
・
加
納
岩
総
合
病
院
・

山
梨
厚
生
病
院
・
甲
府
共
立
病
院
・

甲
府
市
医
師
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・

甲
府
城
南
病
院
（
男
性
の
み
）
・
社
会

保
険
山
梨
病
院
・
厚
生
連
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
女
性
の
場
合
、
運
動
不
足
に
よ
る
腹

筋
力
の
低
下
は
骨
盤
へ
の
負
担
が
大
き

く
、
ゆ
が
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
骨
盤
の
ゆ
が
み
が
あ
る
と
、
様
々
な

女
性
特
有
の
症
状
が
現
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
予
防
の
た
め
に
、
日
常
生
活
の

中
で
、
骨
盤
体
操
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
〜
60

歳
未
満
の
女
性

▼
日
時
　
7
月
2
日
・
23
日
、
8
月
6
日
・

20
日
、
9
月
3
日

　
5
回
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
（
い
ず
れ

も
月
曜
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
先
生
（
社
会
体

育
指
導
員
）

▼
内
容
　
自
宅
で
で
き
る
骨
盤
底
筋
体

操
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
講

話
、
体
重
・
体
脂
肪
測
定

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
・
服
装
　
飲
み
物
（
お
茶
等
）、

バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
が
で
き
る
服
装

▼
申
込
期
間

　
5
月
1
日
（
火
）
〜
25
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
後
日
詳
し
い
通
知
を
し
ま

す
。

※
骨
盤
体
操
教
室
Ⅱ
を
1
月
か
ら
開
催

し
ま
す
。
こ
の
教
室
と
の
重
複
受
講

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、
高

校
生
の
食
育
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
少

女
の
食
育
、
親
子
料
理
教
室
、
男
性
の

た
め
の
料
理
教
室
な
ど
の
事
業
を
通
し

て
、
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
と
、
1
回
の

食
事
に
、
「
黄
（
主
食
）
、
緑
（
副
菜
）
、

赤
（
主
菜
）
」
の
3
つ
の
仲
間
を
そ
ろ
え

て
食
べ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、

朝
ご
は
ん

を
食
べ
な

い
人
が
増

加
し
て
い

ま
す
。
朝

ご
は
ん
を

食
べ
な
い

と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
不

足
に
な
る

た
め
、
勉

強
や
運
動
、

仕
事
が
効
率

よ
く
取
り
組

め
な
く
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、

朝
ご
は
ん
を

毎
日
食
べ
ま

し
ょ
う
。

　
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食

生
活
は
、
自

分
の
健
康
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
1
回
の
食
事
に
、
主
食
、

副
菜
、
主
菜
の
3
皿
を
そ
ろ
え
て
食
べ

る
こ
と
が
基
本
で
す
。
毎
日
、
続
け
て

い
く
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
で
き
る
こ

と
か
ら
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
私
達
の
健
康
は
、
私

達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1



【作り方】

①にんにく、玉ねぎ、ベーコンはみじん切りにする。

②フライパンにオリーブ油を熱し、にんにく、玉ねぎ、

ベーコンの順に弱火で炒める。

③� ②の火を止め、皮をむいたじゃがいも、皮付きのかぼ

ちゃをチーズおろしで、すりおろしながら加える。

④再び火を付け、塩、こしょうをして、ひとまとめにする。

繰り返し裏返してゆっくり焦げ目をつける。

⑤仕上げにバターを加え、色よく焼けたら器に盛る。

■問合せ先���健康づくり課���健康企画担当���☎�055（261）1901

材　料（4人分）
じゃがいも�…………�４個
かぼちゃ�……………�１／12個
玉ねぎ（中）�………�１個
ベーコンスライス�…�２枚

にんにく�……………�１個
バター�………………�適量
オリーブ油�…………�適量
塩・白こしょう�……�少々

※副菜の「１つ」の目安
（例）ホウレン草のお
ひたし小鉢１杯等

　

栄

養

士

に

よ

る

幼

児

食

教

室

を
開
催
し
ま
す
。

お

子

さ

ん

が

食

べ

や

す

い

調

理

の
工
夫
や
、
好
き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
ま
す
。

　
前
回
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
調
理
の

ヒ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」

「
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
解
消
さ
れ
て
良

か
っ
た
」
な
ど
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

▼
日
時
　
6
月
6
日
（
水
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
40
分

開
催
　
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

※
託
児
希
望
の
方
は
申
込
み
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を

つ
け
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　

▼
日
時

5
月
16
日
（
水
）・
23
日
（
水
）・
30
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス

　
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y
　
S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

毎月19日は食育の日、家族そろって食事をしましょう

副菜：2つ

笛吹市の食材
じゃがいも・かぼちゃ

　
T
A
（
交
流
分
析
　
注
1
）
を
も
と

に
、
自
分
自
身
を
知
る
こ
と
で
、
円
滑

な
親
子
・
夫
婦
関
係
に
役
立
つ
5
回
連

続
講
座
で
す
。

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
　

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

　
資
料
展
示
室

▼
日
時
・
内
容

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
受
付
は
午
前
9
時
45
分
か
ら
）

▼
定
員
　
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
先
着
15
名
ま
で
託
児
可
（
有
料
、
要

予
約
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

注
1
　
T
A
は
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ン

博
士
（
1
9
1
0
〜
1
9
7
0
）
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
日
本
で
は
「
交

流
分
析
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

T
A
は
、
個
人
が
成
長
し
変
化
す
る

た
め
の
体
系
的
な
心
理
療
法
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
や
児
童
発

達
理
論
な
ど
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
地
域
の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
ゲ
ー

ム
や
歌
を
歌
っ
て
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
昼
食
は
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、
す

い
と
ん
や
白
玉
だ
ん
ご
を
作
っ
て
一
緒

に
食
べ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
5
月
17
日
（
木
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

▼
場
所
　
八
代
北
公
民
館

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
組
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子

ど
も
用
（
コ
ッ
プ
・
は
し
・
ス
プ
ー

ン
）
※
大
人
用
は
、
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
計
量
法
の
規
程
に
よ
り
「
は
か
り
」

の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
「
は

か
り
」
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
定
期
検
査
は
2
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

検
査
を
受
け
て
い
な
い
「
は
か
り
」
を

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
と
、
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▼
検
査
日
程
　
住
所
に
関
係
な
く
、
ど

の
会
場
で
も
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
手
数
料
　
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
検
査
当
日
に
現
金
で

お
支
払
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先
　
県
計
量
検
定
所
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
9
1
3
0

市
観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届

い
た
方
で
、
不
明
の
点
が
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
16
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
　
3
階
　
会
議
室

○
6
月
20
日
（
水
）

　
春
日
居
支
所

・
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

第5回
6月14日(木）

第1回
5月17日(木）

第2回
5月24日(木）

第3回
5月31日(木）

第4回
6月6日(水）

自分発見
～もっと自分を知ってみよう～
講師：穴山�博美�先生

ふれ愛・みとめ愛・かかわり愛
～こころの栄養ストローク～
講師：芹沢�由紀子�先生

あなたもゲームの達人?!
～こころのゲームってなぁに？～
講師：野上�宏�先生

あなたの人生のシナリオはなぁに？
�～なりたい自分になろう～
講師：相吉�千里�先生

ありのままでいいんだよ
講師：苅谷�敬士�先生

5月14日（月）

5月15日（火）

5月17日（木）

5月18日（金）

5月21日（月）・
22日（火）・24日

（木）・25日（金）

5月28日（月）・29
日（火）・31日（木）

6月1日（金）

検査日

春日居支所

南館

八代支所

境川支所

御坂支所

一宮支所

芦川ふるさと
総合センター

会　場 検査時間

午前10時
～午後3時

午前10時30分
～午後2時

※検査時間は正午から午後１時を除く。



　
対
象
者
の
方
々
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
」
が
6
月
に
賦
課
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
支
払
い
の
ご
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
←

次
の
書
類
を
6
月
1
日
に
送
付
し
ま

す▼
受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書

（
本
年
度
よ
り
受
益
者
負
担
金
を
お

支
払
い
し
て
い
た
だ
く
世
帯
の
み
に

送
付
し
ま
す
）

▼
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
納
入
通

知
書

　
（
対
象
者
全
て
に
送
付
し
ま
す
）

※
納
付
書
（
納
付
書
で
の
お
支
払
い
を

希
望
さ
れ
た
方
、
及
び
金
融
機
関
の

窓
口
に
て
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
）

※
口
座
振
替
納
入
通
知
書
（
金
融
機
関

に
て
口
座
振
替
の
承
認
が
さ
れ
、
か

つ
市
で
確
認
が
取
れ
た
方
）

　
　
　
　
←

一
括
納
付
で
報
奨
金
が
付
き
ま
す

▼
一
括
納
付
の
期
間
（
報
奨
金
付
き
）

○
6
月
1
日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
6

月
14
日
（
木
）
に
指
定
口
座
よ
り
引
落

（
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

※
1
日
で
も
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
報
奨

金
は
付
き
ま
せ
ん
。

※
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な

か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ

た
）
方
は
、
自
動
的
に
報
奨
金
な
し

の
分
割
納
付
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

分
割
支
払
を
希
望
さ
れ
た
方
々
の
納

付
期
限
日

　
平
成
24
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
対
象
者
宛
に
『
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
受
益
地
申
告
書
』
を
3
月

下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
、

ご
返
送
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
い
ま

す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
受
益
者
負
担
金
を
、

お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
資

料
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
は
、
条
例
施
行
規
則
等
に
よ
り
認
定

さ
れ
賦
課
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払

方
法
が
分
割
納
付
と
な
り
、
報
奨
金
が

付
か
な
く
な
り
ま
す
。

注

意

点

　
　
申
告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
の

人
に
送
付
し
ま
し
た
。
所
有
し
て
い

る
土
地
に
つ
い
て
の
権
利
関
係
等
が

あ
る
場
合
は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受

益
者
を
決
定
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

金
融
機
関
に
て
、
同
封
の
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
道
料
金
や
市
税
等
を
口
座
振
替
し

て
い
る
方
も
手
続
き
は
必
要
で
す
。

※
過
去
に
、
今
回
の
申
告
と
は
別
の
土

地
に
つ
い
て
受
益
者
負
担
金
の
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
た
事
が
あ
る
方

も
、
改
め
て
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関
　

�
次
の
本
店
お
よ
び
各
支
店
で
す
。

○
山
梨
中
央
銀
行

○
笛
吹
農
業
協
同
組
合

○
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

�
（
本
所
・
金
融
取
扱
支
所
）

○
甲
府
信
用
金
庫

○
山
梨
信
用
金
庫

○
山
梨
県
民
信
用
組
合

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　税はまちづくりを支える大切な財源です。
市では市税を納付した皆さんとの公平性を
保ち、滞納の解消を図るため、滞納整理を
強化しています。
　税金を納期限までに納付しないと、本来
納めるべき税金の他に延滞金を納めなけれ
ばなりません。また、滞納者が税金を滞納
したまま放置しておくと、法律に基づき、
強制的に財産の差押えや公売などの滞納処
分を受けることになります。税金は納期内
に納付してください。

■問合せ先　収税課　収納担当
☎�055（262）4111

6月25日

8月27日

10月25日

12月25日

第1期

第2期

第3期

第4期

7月2日

8月31日

10月31日

12月28日

窓口納付
期限日

口　座
振替日

第1期

第2期

第3期

第4期

自動車差押に係るタイヤロック

　
市
に
お
け
る
今

年
4
月
時
点
の
普

及
率
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
っ
て

昨
年
同
時
期
よ
り

16
・
1
％
向
上
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
ま
だ
約

4
割
の
世
帯
が
未
設
置
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
住
警
器
）

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
期
の

避
難
や
消
火
が
可
能
と
な
り
、
尊
い
命

や
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、

早
急
に
住
警
器
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
す
べ
て
の
住
宅
へ
の
住
警
器
の
完
全

設
置
を
目
指
し
て
、
今
後
も
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
警
器
の
取
り
付
け
方
等
を
説
明
し

て
い
る
動
画

　
み
ん
な
の
命
を
守
り
ま
す
！
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
！
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
�

予
防
課
�

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
の
救
済
、

人
権
擁
護
制
度
等
の
普
及
を
図
る
た
め
、

甲
府
地
方
法
務
局
に
よ
り
人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
1
日
（
金
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
2
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
11
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
5
月
20
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
5
月
16
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋
調

査
士
」
と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護
士
」

が
、
問
題
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
場
所
　
甲
府
市
国
母
8
│
13
│
30

※
完
全
予
約
制
で
す
。

■
予
約
・
問
合
せ
先

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
3
7
3
7



三
枝
　
宏
之
　
様

（
笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

望
月
　
信
人
　
様

（
笛
吹
市
春
日
居
町
桑
戸
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
4
月
号
17
ペ
ー
ジ
「
税
務
職
員

採
用
試
験
」
の
「
山
梨
税
務
署
の
職
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
」
は
、
正
し
く

は
「
平
成
24
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
」
で
す
。
30
ペ
ー
ジ
「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
内
容
」
の
う
ち
、

回
数
券
の
金
額
は
、
正
し
く
は
「
6
枚

で
1
0
0
0
円
」
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　　
財
団
法
人
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
は
、
3
月
21
日
に
県
知
事

よ
り
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
4
月
1
日
に

「
公
益
財
団
法
人
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
公
益
目
的
事
業
を
主
に
、

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
を
計

画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
総
務
省
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・

啓
発
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り

を
強
化
し
ま
す
。

　
電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
3
9

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
4
5

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
☎
0
3
（
6
2
3
8
）
1
9
4
4

最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
「
山
梨
県
婦
人
服
製
造
業
最
低
工
賃
」

が
、
平
成
24
年
4
月
21
日
か
ら
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
婦
人
服
縫
製
に
関
し
て
、
1
工
程
当

た
り
1
〜
2
円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
6
1
1

使
っ
て
み
よ
う
!

�
�

「
業
務
改
善
助
成
金
」

　
賃
金
改
善
計
画
の
作
成
等
の
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
業
務
改
善
に
要
し
た

経
費
の
2
分
の
1
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

（
時
給
8
0
0
円
未
満
の
労
働
者
が
い

る
中
小
事
業
主
が
対
象
で
す
）

■
問
合
せ
先
�

山
梨
労
働
局
賃
金
室

�
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

何
で
も
　
ご
相
談
を
!

「
最
低
賃
金
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
企
業
の
労
務
・
経
営
・
業
務
改
善
も

含
め
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企

業
診
断
士
等
の
専
門
家
の
派
遣
も
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
3
2
1
5

・
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　
☎
0
5
5
5
（
2
2
）
2
1
6
6

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成24年2月28日

〃

〃

〃

平成24年3月13日

〃

〃

〃

〃

〃

御坂町成田

石和町松本

芦川町新井原

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

石和町市部

芦川町上芦川

石和町市部

芦川町中芦川

一宮町中尾

一宮町一ノ宮

¥5,800,000

¥10,300,000

¥3,500,000

¥1,160,000

¥950,000

¥4,500,000

¥6,200,000

¥8,200,000

¥6,500,000

¥7,300,000

荏原実業（株）山梨営業所

（株）中村工務店（一宮町）

三和防災（株）

（株）サクセン山梨

（株）カワイ

一級建築士事務所　佐藤設計

（株）ブレーンズ

（有）若杉工務所

（株）飯塚工業

笛吹市多機能アリーナ事業認定補助業務委託（明許）

マンホールポンプ設置工事第3工区（石和）（明許）

沢妻亭床改修他工事

災害備蓄日用品購入

笛吹市役所分室地質調査業務委託（明許）

上芦川東原駐車場整備測量・設計業務委託（明許）

笛吹市役所分室実施設計業務委託（明許）

芦川小学校擁壁他改修工事設計業務委託（明許）

一宮北小学校プール改修工事（明許）

舗装本復旧工事第7工区（一宮）

¥5,100,000

¥7,725,000

¥2,880,000

¥646,932

¥880,000

¥3,700,000

¥5,580,000

¥6,860,000

¥5,070,000

¥7,000,000

（株）オリエンタルコンサルタンツ
山梨事務所

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼル燃

料になり、ごみ収集車などに利用されます。５月は境川地区で実施しますので、ご家庭に廃食油があれば、

ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

　なお、次の地区以外の方もご利用いただけます。

　日時　５月17日（木）午前６時～７時

　場所

■�問合せ先　環境推進課　☎�055(262)4111　または各支所

藤　垈

石　橋

前間田

小黒坂

地　区

チビッコ広場

上寺尾 集荷所

コミュニティセンター

吉祥寺裏庭

集荷所

場　所

　飼い犬には、毎年１回、狂犬病予防注射をしなければなりません。
　４月から５月の間に各地域で接種することができますが、この期間に行えなかった場合には、
最寄りの動物病院で接種しましょう。
　予防注射を行った後は、市役所で注射済票を交付してもらい、注射済票を忘れずに首輪等に
装着しておきましょう。

　回収する油の種類

　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわり

など）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

▼
犬
に
つ
い
て

○
リ
ー
ド
を
着
け
ま
し
ょ
う
!

　
リ
ー
ド
を
着
け
ず
に
犬
の

散
歩
を
す
る
と
、
人
に
飛
び

掛
っ
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
、

犬
自
身
を
交
通
事
故
な
ど
の

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
散
歩
の
際
は
、
必

ず
犬
に
リ
ー
ド
を
着
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
リ
ー
ド
の
長

さ
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
犬
の
散
歩
時
は
、
お
し
っ

こ
の
場
所
に
気
を
付
け
る
、

フ
ン
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
マ

ナ
ー
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
猫
に
つ
い
て

○
家
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
猫
を
外
で
放
し
飼
い
に
す

る
と
、
フ
ン
や
い
た
ず
ら
、

鳴
き
声
な
ど
で
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
猫
自
身
に
も
、
交
通

事
故
や
感
染
症
、
け
ん
か
な

ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
猫

が
苦
手
な
人
や
体
質
的
に
合

わ
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、

家
の
中
で
の
飼
育
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い

で　
え
さ
を
与
え
る
と
、
野
良

猫
の
数
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

飼
っ
て
は
い
な
く
て
も
、
野

良
猫
に
え
さ
を
与
え
て
い
る

方
に
は
、
そ
の
猫
に
つ
い
て

の
責
任
が
発
生
し
ま
す
。
不
妊
・

去
勢
手
術
を
行
う
、
え
さ
の

食
べ
残
し
や
、
フ
ン
を
始
末

す
る
な
ど
責
任
が
持
て
ま
す
か
。

▼
犬
も
猫
も

○
繁
殖
制
限
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
て

も
飼
え
な
い
と
分
か
っ
て
い

る
場
合
は
、
事
前
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
手
術
費
用
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
手
術
の
1
週

間
程
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
に
は
鑑
札
・
注
射
済
票
、

猫
に
は
迷
子
札
を
着
け
ま
し

ょ
う

　
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
、
犬
に
は

鑑
札
・
注
射
済
票
、
猫
に
は

連
絡
先
等
を
書
い
た
迷
子
札

付
き
の
首
輪
を
着
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　1月から5回にわたり、御坂町文化協会古文書部

員を講師に迎え、学びの杜みさかで「初心者のた

めの古文書解読講座」を開催しました。

　石和代官所が住民に示した「五人組御仕置帳」

をテキストにくずし字、特殊文字、辞書の引き方

など古文書解読の基礎を学習しました。

　テキストから庶民の生活が様々な制約の上で成

立している事を知り、歴史や文化、当時を生きた人々

の姿にも触れながらの学習で解読力を磨きました。

　これを機会に、希望者は古文書部に入部し、古

文書への知識を向上させる事を目標に学習を継続

します。

　今後も生涯学習課では、よりよい学習機会の提

供に積極的に取り組みますので、気軽にご参加く

ださい。
日光・月光菩薩像

大善寺蔵

かいじあむ子どもまつり
鎧試着体験の様子

　
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
家

族
の
皆
さ

ん
全
員
に

お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
3
日
（
木
・
祝
）
〜
6
日
（
日
）

○
十
二
単
と
鎧
を
着
て
み
よ
う
!

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時
（
対
象
は
子
ど
も
。

十
二
単
と
鎧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
着
25
名
）

○
弓
矢
で
的
を
射
て
み
よ
う
!

3
日
、
5
日
�

午
後
1
時
〜
3
時
（
雨

天
中
止
）

○
草
も
ち
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
!

4
日
、
6
日
　
午
後
1
時
30
分
〜
2

時
（
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

○
か
っ
こ
い
い
紙
か
ぶ
と
を
折
っ
て
み

よ
う
!

　
3
日
、
4
日

　
午
前
11
時
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜
3
時

○
武
田
信
玄
紙
芝
居
　
6
日

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
、

　
午
後
2
時
〜
2
時
30
分

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ヂ
を
作
ろ
う

3
日
・
4
日
、
正
午
〜
午
後
1
時

（
各
先
着
20
名
）

▼
参
加
方
法
　
事
前
申
込
み
不
要
、
常

設
展
示
の
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

　
大
善
寺
日
光
・
月
光
菩
薩
像
は
鎌
倉

時
代
に
制
作
さ
れ
、
平
成
19
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
貴
重
な
仏

像
で
す
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
2
カ
年
に
わ
た
り

解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
様
々

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

修
理
を
経
て
一
新
さ
れ
た
両
菩
薩
像
の

姿
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
19
日
（
土
）
〜
6
月
25
日

（
月
）（
毎
週
火
曜
日
休
館
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
観
覧
料
　
一
般
5
0
0
円
、
高
校
・

大
学
生
2
1
0
円
、
小
・
中
学
生

1
0
0
円

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
し
ゃ

か
ど
う
で
土
偶
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
5
月
3
日
・
4
日
・
5
日

（
い
ず
れ
も
祝
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
　
②
午
後
2
時
〜

▼
参
加
費
　
材
料
代
2
0
0
円
と
入

館
料
（
市
内
在
住
小
学
生
は
、
利

用
券
持
参
で
本
人
と
家
族
が
無
料

に
な
り
ま
す
）

　
5
月
8
日
（
火
）
・
15
日
（
火
）
・
22

日
（
火
）
・
29
日
（
火
）
で
す
。

　
5
月
1
日
（
火
）
は
休
ま
ず
開
館
し

ま
す
。

　
新
緑
の
蜂
城
山
へ
登
り
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
　
5
月
13
日
（
日
）

▼
集
　
合
　
午
前
9
時

▼
定
　
員
　
15
名
（
要
申
込
み
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

▼
持
ち
物

　
お
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
な
ど

※
歩
き
や
す
い
服
装

�
で
ご
参
加
く
だ
さ

�
い
。

�

約
1
2
5
0
年
前
に
造
ら
れ
た
甲

斐
国
分
寺
跡
に
つ
い
て
、
歴
史
や
発

掘
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
�
5
月
28
日
（
月
）
ま
で

�

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。

�

ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員

（
年
会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入

り
の
場
所
と
し
て
楽
し

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

�
�

�火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日

除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　
仲
良
し
読
書
、
仲
良
し
給
食
、
体
力

ア
ッ
プ
活
動
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン

グ
、
そ
し
て
運
動
会
と
、
石
和
北
小
の

児
童
会
活
動
は
、
赤
・
青
・
白
三
系
列

の
異
な
っ
た
学
年
で
編
成
す
る
縦
割
り

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
上
級
生
が
下
級
生
に
読
み
聞
か
せ

を
す
る
」「
給
食
の
準
備
を
し
て
あ
げ
る
」

「
手
を
取
っ
て
な
わ
と
び
や
ボ
ー
ル
送

り
の
仕
方
を
教
え
て
あ
げ
る
」
「
一
緒

に
奉
仕
作
業
を
す
る
」
「
お
手
本
に
な

る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
し
て
み

せ
る
」
等
に
よ
っ
て
、
上
級
生
と
し
て

の
自
覚
が
育
ち
、
下
級
生
は
い
つ
か
は

自
分
が
そ
の
立
場
に
な
る
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

「
健
康
で
明
る

く
、
思
い
や
り

の
あ
る
北
小
の

子
」
が
育
ち
ま

す
。

　
今
日
も
、
子

ど
も
た
ち
の
元

気
な
あ
い
さ
つ

と
澄
ん
だ
歌
声

が
響
き
渡
る
北

小
で
す
。

　

　
本
校
は
、

学
校
教
育
目

標
「
か
し
こ

く
　
や
さ
し

く
　
た
く
ま

し
い
児
童
の

育
成
」
を
実

現
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、

教
師
自
身
が

授
業
力
向
上

を
図
る
こ
と

が
第
一
歩
と

考
え
、
学
期

に
１
回
を
目
安
に
授
業
公
開
に
よ
る
学

び
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
案
は
指
導
意
図
が
分
か
る
略
案

と
し
、
各
自
が
課
題
意
識
を
も
ち
研
究

会
に
臨
み
、
指
導
主
事
や
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
要
請
し
、
指
導
・
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
研

究
会
で
の
学
び
を
低
・
中
・
高
学
年
の

ブ
ロ
ッ
ク
間
か
ら
全
校
へ
広
げ
た
り
、

授
業
参
観
等
を
通
し
て
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
実
践
の
一
端
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。



まちづくりの企画で活躍し
ている�studio-L�の西上あり
ささん

撮影方法を指導した山梨日
日新聞社の鶴田圭吾さん＝
境川支所

　
市
が
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
人
材
を
育
成
す
る
目
的
で
開
催

し
た
「
境
川
レ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

に
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の
居
住

地
も
様
々
な
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
3
月
12
日
、
参
加
者
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
新
聞
と
し
て
ま
と

め
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄

っ
た
ア
イ
デ
ア
や
、
地
域
の
人
や

場
所
等
、
実
際
に
境
川
を
歩
い
て

発
見
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

荻野市長と芦川地域の魅力について、
意見交換する　橋さん

　
3
月
19
日
、
第
18
回
酒
田
市
土

門
拳
文
化
賞
を
受
賞
し
た
写
真
家

の
　
橋
ぎ
い
ち
さ
ん
が
、
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
橋
さ
ん
は
、
10
年
に
わ
た
り

芦
川
地
域
を
撮
影
し
、
そ
の
成
果

を
写
真
集
「
芦
川
―
高
齢
・
過
疎

の
集
落
で
―
文
明
社
会
に
お
け
る

芦
川
住
民
の
精
神
性
」
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
間
、
芦
川
閉
村
記

念
誌
や
芦
川
中
学
校
思
い
出
ア
ル

バ
ム
の
撮
影
を
行
う
な
ど
、
地
域

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
写
真
集
は
各
市
立
図
書

館
な
ど
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市長と懇談する河本さん（右）

南側全景屋根裏火じろ

　
3
月
15
日
、
平
成
26
年
3
月
ま

で
の
予
定
で
、
J
I
C
A
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
メ

キ
シ
コ
に
赴
任
す
る
御
坂
町
の
河

本
俊
二
さ
ん
が
、
荻
野
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
河
本
さ
ん
は
、
海
外
勤
務
が
長

く
、
今
回
で
2
回
目
の
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
と
な
り

ま
す
。
定
年
退
職
後
、
仕
事
で
培

っ
た
技
術
を
活
か
す
た
め
、
現
地

の
専
門
学
校
で
電
気
通
信
を
指
導

す
る
予
定
で
す
。

　
抱
負
と
し
て
「
優
秀
な
技
術
者

を
輩
出
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
語
り
、
荻
野
市
長
は
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
3
月
25
日
、
石
和
地
区
青
少
年

育
成
推
進
協
議
会
は
、
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
次
世
代
を
担
う
児

童
に
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
夢

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
石
和
地

区

“
子
ど
も
ま
つ
り
２
０
１
２
”

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
を
中
心
に
５
０

０
名
が
参
加
し
、
楽
し
く
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

荻野市長や市議会議長などによるテープカット

　
4
月
2
日
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
本
格
運
行
出
発
式
が
、
市
役
所

本
庁
舎
前
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
御

坂
町
若
宮
地
区
〜
石
和
温
泉
駅
間
や
、

石
和
町
富
士
見
地
区
〜
石
和
温
泉

駅
間
の
路
線
で
、
試
験
的
に
運
行

し
て
き
ま
し
た
が
4
月
か
ら
は
、

道
路
運
送
法
の
規
定
に
よ
る
本
格

運
行
に
移
行
し
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
持
続
的

に
運
行
で
き
る
よ
う
、
沿
線
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
4
月
1
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

市
役
所
本
庁
舎
前
河
川
敷
に
お
い

て
、
熱
気
球
搭
乗
体
験
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
初
旬
は
、
肌
寒
さ
も
残
る
気
候

で
し
た
が
、
期
間
の
中
頃
に
は
庁

舎
前
の
桜
の
花
が
盛
り
を
迎
え
、

終
盤
に
は
桃
の
花
も
、
ほ
こ
ろ
び

始
め
ま
し
た
。

　
春
休
み
と
あ
っ
て
、
児
童
連
れ

の
親
子
を
中
心
に
、
多
く
の
方
が

参
加
し
、
普
段
で
は
見
ら
れ
な
い

景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

宣誓書を団長へ手渡す岩永団員

起震車による地震体験 子ども茶会

市役所本庁舎から見た熱気球
＝4月2日庁舎に映る熱気球＝4月9日

　
4
月
1
日
、
御
坂
西
小
学
校
校
庭

に
お
い
て
、
団
員
や
関
係
者
約
４
０

０
人
が
参
加
し
て
、
笛
吹
市
消
防
団

入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芝
垣
団
長
は
訓
示
の
な
か
で
、
東

日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
気
仙
沼
市
の
消
防
団
長
か
ら
拝
聴

し
た
震
災
当
時
と
復
興
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、
消

防
団
員
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
の
重
さ

を
認
識
し
、
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
に
更
な
る
努
力
を
重
ね
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
1
0
人
の
新
入
団
員
を

代
表
し
て
、
御
坂
分
団
第
9
部
の
岩

永
悟
団
員
が
、
入
団
に
あ
た
っ
て
の

力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
月
27

日
、
茅
葺

き
古
民
家

「
藤
原
邸
」

が
竣
工
を

迎
え
ま
し

た
。

　
こ
れ
は

市
が
、
も

と
も
と
芦

川
町
上
芦

川
地
区
の

民
家
で
あ

っ
た
「
藤

原
邸
」
を

ご
寄
付
い

た
だ
き
、

国
の
補
助

を
受
け
、

一
年
を
か

け
て
改
修

し
た
も
の

で
す
。

　
芦
川
地

域
の
活
性
化
や
、
市
の
南
の
玄
関

口
の
顔
と
し
て
の
役
割
が
、
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
建
物
は
木
造
平
屋
建
て

で
、
内
部
に
は
座
敷
・
納
戸
・
土

間
等
が
あ
り
ま
す
。



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

５
月
５
日
（
土
）
・
12
日
（
土
）
・
19
日

（
土
）・
26
日（
土
）

午
前
の
部
�

11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�

２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
５
月
17
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

５
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）・
31
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

　
５
月
５
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

５
月
８
日（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

５
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
５
月
２
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら
　

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
　

５
月
３
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

５
月
６
日（
日
）・
13
日（
日
）・
27
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

５
月
11
日（
金
）・
25
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
５
月
12
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら
　

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
５
月
16
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
わ
か
ば
の
お
は
な
し
会

　
５
月
20
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

５
月
12
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

５
月
２
日
（
水
）
・
９
日
（
水
）
・
16
日

（
水
）・
23
日（
水
）・
30
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら
�

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

５
月
５
日
（
土
）
・
12
日
（
土
）
・
19
日

（
土
）・
26
日（
土
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

５
月
12
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

５
月
８
日
（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

５
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

５
月
19
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

５
月
26
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

１
日（
火
）・
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・

21
日（
月
）・
28
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

２
日（
水
）・
９
日（
水
）・
16
日（
水
）・

23
日（
水
）・
30
日（
水
）・
31
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）・
31
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

３
日（
木
）・
４
日（
金
）・
７
日（
月
）・

14
日（
月
）・
21
日（
月
）・
28
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

３
日（
木
）・
４
日（
金
）・
５
日（
土
）・

６
日（
日
）・
13
日（
日
）・
20
日（
日
）・

27
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日（
火
）・
７
日（
月
）・
14
日（
月
）・

21
日（
月
）・
28
日（
月
）・
31
日（
木
）

　今年で２５回目となるしゃぼん玉まつりは、スペシャルゲストとしてギネスブック

認定の杉山兄弟をおむかえしての楽しい企画となっています。夢、感動いっぱいのし

ゃぼん玉ショーをお楽しみください。

　日時
　５月２７日(日)
　午後１時３０分から

　場所
　石和スコレーセンター
　集会室・前庭

※入場無料
　詳しくはチラシをご覧ください。

図書館のいろいろな仕事を体験してみませんか？

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。

　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡で星を

眺めてみませんか。今回は土星や火星などを観測する予定です。

　なお、参加ご希望の方は事前に申込みが必要です。�　

　日　時　6月7日（木）午後7時30分～9時　※�悪天候の場合は中止になります。

　場　所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　

　定　員　30名(大人限定・先着順）

　参加費　無料

■申込・問合先　�御坂図書館　☎�055（263）0363

※５月１日(火)より受付開始。お申込みはお早めに。

　対象　小学生

　日時・場所

　５月５日（土）　石和図書館・御坂図書館

　５月６日（日）　一宮図書館

　５月１２日（土）八代図書館

　５月２６日（土）春日居図書館

　時間は申込み時に、ご相談ください。

※申し込みは各希望の図書館へ連絡をお願いします。

　応募多数の場合は、抽選で決定します。



▼「第8回笛吹市桃の里マラソン大会」の
取材をしました。スタート、ゴールなど撮

影ポイントが多々ある中、どこに詰めようかと迷った私は
原動機付自転車でコースを回ることにしました。給水所では、
ボランティアの学生が、手のひらにコップを置いて渡すなど、
ランナーがとりやすいような工夫をしていました。
20.5kmコースの終盤にもかかわらず、カメラを構えている
私に、両手を振って応えてくれたランナーもいました。様々
な大会の表情を、早送りで、撮影させていただきました。�（K）

　芦川町上芦川地区のすずらん群生地において、「笛吹市芦川町すず
らんの里祭り」が開催されます。
　群生地では貴重な、にほんすずらんが、2.6ヘクタールの白樺林の
中に約260万本自生しています。
　また、駐車場では特設テント村が開設され、地元の農産物や特産品
の購入もできます。
　新緑の清々しい空気の中、日頃の疲れを癒しに、ぜひ芦川町へお越
しください。
　期間　6月1日（金）～3日（日）
※詳細につきましては、市のホームページをご覧いただくか、お

問い合わせください。
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